
第４学年 算数科学習指導案 

１ 単元  割合 (４時間完了 本時 １／４) 

２ 目標 

（１）簡単な場合について、ある２つの数量の関係と別の数量の関係とを比べる場合に、割合を用い

る場合があることを理解している。（知識・技能） 

（２）日常の事象における数量の関係に着目し、２つの数量の関係を割合を利用して比べて考察する

ことができる。（思考・判断・表現) 

（３）割合を利用して、２つの数量の関係を比較しようとする。（主体的に学習に取り組む態度） 

３ 構想 

 （１）子供たちを見つめる 

 本学級は、男子１７名、女子１０名の計２７名で構成されており、明るく元気な学級である。チーム

学習では、周りの人の意見を参考にしながら、話し合いを進めることができる。また、タブレット端末

を活用し、自分の意見を書いたり、発表をしたりすることができる。しかし、文章から読み取って式を

組み立て、筋道を立てて説明することに苦手意識がある児童が多い。自分の考えをしっかりもち、言葉

や数、式、関係図などを用いて相手に自分の考えを表現できる児童を育成していきたいと考える。 

（２）教材を選ぶ 

第２学年で、倍を導入し、比較量を乗法で求めることを学習している。第３学年では、基準量を除法

で求めることを学習している。第４学年では、倍を割合という用語を用いてとらえ直す。本単元は、「倍

で比べる」活動を通して、まず、それぞれの数量の関係について、何がもとになっている量なのかを理

解できるようにする。もとにする量を１と見たときに、比較している量がどれだけかを図を使って示す。

言葉や数だけではなく、関係図などを活用することで第５学年の「割合の意味」の理解へと繋げること

ができると考える。 

（３）学びを深める 

 ある２つの数量の関係と別の２つの数量の関係とを割合を用いて比べるには、「それぞれの数量の関係

について基準量と比較量を決めること」「基準量を１としたときに比較量がどれだけにあたるかを見いだ

していくこと」が必要である。言葉や関係図、テープ図、式などを児童の実態に合わせながら用いてい

くようにする。また、タブレット端末のスクールタクトやコラボノートをチーム学習や全体意見交流の

道具として活用することで割合の意味の理解を深めていきたい。 

４ 単元計画 

学習活動・時間数 教師の活動 

○イルカとクジラでは、どちらの方が体長がのびたといえ

ますか。①（本時） 

・ある２つの数量の関係と別の２つの数量の関係を比べる 

・比較しやすいようにイルカやクジラを実物大で提示す

る。 

・考えを共有できるようにスクールタクトを取り入れる。 

○割合を図に表して、わからない量を求めよう。② 

・割合を入れて数量の関係を図に表して、分からない量を

求める。 

・もとの量と求める量の関係をつかめるように、問題の場

面のイラストをかいてイメージする活動を取り入れる。 

 

○割合をつなげた図に表して考えよう。③ 

・順に考えて解く方法と、何倍になるかに着目して、まと

めて考えて解く方法で分からない量を求める。 

・テープ図や関係図を使って、割合の意味への理解を深め

る。 

・求め方を分類するために、コラボノートを取り入れる。 

○何倍になるかを考えてから求めよう。④ 

・３つの数量の関係を何倍になるかに着目して、まとめて

考えて解くことができる。 

・チーム学習を取り入れ、割合を簡単に求められるように

する。 

・まとめて考えて解くことのよさに気付けるように２つの

方法の違いに着目してチームで話し合うように助言する。 

 



５ 本時の学習指導 

（１）目標 

・ある２つの数量の関係と別の２つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場合があることを

知る。（知識・技能） 

（２）主体的・対話的で深い学びにせまる手立て 

  ・タブレット端末のスクールタクトで、イルカとクジラの絵が動かせるようにして、イラストをも

とにして考えたり、イラストを用いて考えて説明したりできるようにする。 

（３）展開 

段階 児童の活動 教師の支援 
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１ イルカとクジラの実物大のイラストを見

て、見つけたことを出し合う。 

・イルカよりクジラの方が大きい 

・最初と比べるととても大きくなっている。 

・クジラの方が成長している。 

２ 本時の学習課題をつかむ。 

 

 

３ 自分で考えたことをスクールタクトに記入

する。 

・見た目からクジラの方がの 

びている。 

・イルカもクジラも引き算し 

たら３ｍだから、同じ伸び方をしている。 

・イルカは４倍だけど、クジラは２倍 

４ チームで、個人で考えたことについて話し

合う。 

・どちらも３ｍ伸びているから、同じだけ長が

伸びていると考えたよ。 

・成長した後をみると、クジラの方が２ｍ大き

くなっているから、クジラの方が伸びた。 

・イルカは４倍伸びているからイルカの方が体

長が伸びていると思うよ。 

５ 全体共有 

・引き算の考え方と掛け算の考え方の２通りの

考え方がある。 

・もとの体長の長さが違うから引き算の考え方

では比べられない。 

割合の意味を知る。 

もとの体長×何倍にあたるか（割合） 

＝いまの体長 

・「３ｍの２倍が６ｍ」というのは、「３ｍを１

としたとき、６ｍが２になる大きさ」といい

かえることができる。 

 

・実物大のイラストを提示することで、大

きさの変化を実感できるようにして、比

べたいという意欲を引き出す。 

・イラストの縮小版を黒板に貼って情報を

整理していくことで、課題を見つけやす

くする。 

 

 

・「体長ののび」を比べることを意識付けす

るために、イラストの真ん中に線を入れ、

「もと・いま」の言葉の意味を確認する。 

・スクールタクトにイルカとクジラの縮小

版のイラストを動かせる状態にしてお

く。 

 

・机間指導し、考えたことや気付いたこと

をスクールタクトに書くように促す。 

・比較することが難しい班については、テ

ープ図を提示する。 

・意見の偏りがある場合は、チーム同士の

話し合いを促す。 

・チーム学習中は「どう思った」「どう考え

た」と話しかけるよう促す。 

・差を使った比較と割合を使った比較とを

黒板で分類する。 

・もとの体長の○つ分（何倍）かで考える

と伸びの大きさが比べられるという発言

が続いたところで「割合」という言葉と

その意味を教える。 

・意見が出ないときは意図的に指名する。 

・イルカとクジラの値をあてはめながら、

割合の意味を確認する。 

・もとの量が異なるときは、割合を利用す

るとよいことをおさえる。 

 

イルカとクジラでは、どちらの方が体長がのびたといえますか 
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６ ジャンプの課題を提示する。 

イルカ １００ｋｇ→６００ｋｇ 

クジラ ５００ｋｇ→１０００ｋｇ 

どちらの方が体重が増えたといえますか 

７ 本時の学習内容を振り返る。 

 

 

 

 

・個人で問題を解くように指示をする。 

・チーム内で自分の考えを発表するように 

指示をする。 

 

・今日学んだこと,分かったことをスクール

タクトに記入するように指示をする。 

・割合を使うことの良さに気付けた児童を

意図的指名し、本時のまとめとする。 

（４）評価 

 ・差ではなく、割合を用いて比べると２つの数量の関係をとらえやすいというよさに気付くことが

できたか。                   （活動４・５の発言、活動８の振り返りから） 

  

 

 

 

差ではなく、割合を使って比較すること

で、どちらが体長がのびているか簡単に比

較できた。これからは、比べるときに割合

の考え方も使っていきたい。 


